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1. はじめに 

 寒地土木研究所では、凍結防止剤散布作業においてオペレ

ータ（以下、オペ）の熟練度に左右されず、的確な状況判断

および正確な作業に資する現地状況判断支援技術の研究開発

に取り組んでいる。そのため、平成26年度は熟練度が異なる

オペの路面状態の認知および散布装置の操作状況を調べるた

め、オペのメンタルワークロード（以下、MW）1）を客観的

（認知・操作等）および主観的に計測・評価した2）。また、

車載情報端末による情報提供がオペの路面状態の認知および

散布操作の正確性向上に寄与するか否かおよびその度合も調

べた。結果は、現状の凍結防止剤散布作業（情報なし）では

未熟オペの認知・操作に遅れが生じるとともに主観的MWも

著しく上昇することを示した。他方、熟練オペの場合は認知

にばらつきを示したが、操作の正確性が比較的高かった。ま

た、熟練オペの主観的MWは操作時に増加したが、未熟オペ

に比べて変動が少なかった。更に、情報提供による効果につ

いては、熟練度による違いはあるが、凍結防止剤散布作業に

おける両者の認知・操作および主観的MWの改善に寄与して

いることを示した。しかし、情報提供による効果には個人差

があることも分かり、情報提供方法について更なる検討が必

要であった。 

 上記結果を踏まえ、著者らは平成27年度も引き続き熟練オ

ペ・未熟オペの路面状態の認知、散布装置の操作状況、主観

的MW等を調べるとともに、情報提供方法がこれらにもたら

す影響を被験者実験で調べた。本文では、当該実験の概要と

得られた結果について報告する。 

 

2． 研究手法 

2.1 客観的方法によるMWの計測 

 凍結防止剤散布作業におけるオペの認知・操作時のMWを

客観的に計測する方法として、被験者の行動を計測した。具

体的には、被験者が車内助手席に座り、予め設定した凍結防

止剤散布区間に対して、路面状態を情報なしで認知した地点

（認知距離）、散布を開始した地点（散布開始距離）および

散布を終了した地点（散布終了距離）の計3地点（距離）を

計測・評価した。また、散布量の設定から路面状態判断の的

中率も把握した。更に、車載情報端末を介して路面状態等の

情報を音声のみ、画像のみおよび音声＋画像による3つの方

法でオペに提供し、これらの認知距離、散布開始距離、散布

終了距離および路面状態判断の的中率を調べた。 

2.2 主観的方法によるMWの計測 

 主観的方法によるMWの計測には、被験者本人がアンケー

ト形式で自身の精神状態を評価する方法を採用し、過年度と

同様に凍結防止剤散布オペでも容易に理解できるように設問

内容等を簡略化したNASA-Task Load Index（以下、NASA-TLX）
3, 4, 5, 6）を用いた。オペは、NASA-TLX式のアンケート用紙を用

いて情報提供の有無・種別毎における凍結防止剤散布作業へ

の主観評価を行い、これらの結果からオペの主観的MWの変

化の有無・度合を調べた。 

 

3. 調査方法 

3.1 日時・場所 

 被験者実験は、平成28年2月1日～3日の3日間、夜間（18:00

～23:00）において、寒地土木研究所が所有する苫小牧寒地試

験道路で行った。実験期間中の3日間は冬日で概ね晴れだっ

た。当該試験道路は、延長2,700mの長円形周回路で、アスフ

ァルト舗装された直線部2区間（片側2車線区間1,200m、片側1

車線の1,200m）および半径50mの曲線部2区間によって構成さ

れている。各車線の幅員は3.5mであり、直線部は2％の横断

勾配を有する。なお、当該試験道路の周回路には街路灯等の

人工照明はない。 

3.2 被験者 

 被験者は、全員が建設作業員で、未熟オペ7名（平均年齢

43.0歳、全員散布作業歴なし）および熟練オペ12名（平均年

齢57.3歳、平均散布作業歴7年）の計19名とした。全ての被験

者が男性で自動車運転免許保有者であった。 

3.3 実験に用いた車両と装置 

 本実験には、試験車両に2トントラックを用いた（写真1）。

なお、当該車両は実験補助員が運転した。被験者の行動（認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真1 実験に用いた試験車両 
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知や散布操作状況）を計測するため、凍結防止剤散布制御装

置を模した液晶タッチパネル（以下、操作パネル）を車内ダ

ッシュボード前（助手席右前方）に設置し、電源ボタン、散

布量設定ボタンおよび散布ON・OFFボタンを画面上に表示し

て被験者がこれらを画面タッチで簡単に操作できるようにし

た（写真2および図1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 試験車両の助手席付近に設置した各機器 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 操作パネル上の表示ボタン 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 2 情報端末による路面状態の情報提供例 

 

散布操作パネルに表示された各ボタンの操作は、GNSSを搭

載する記録装置に10Hzで記録収集した。また、被験者に前方

の路面状態等の情報を提供するための情報端末を助手席左前

方に設置し、200m先から情報提供を開始するアプリケーショ

ンをインストールした（図2）。当該アプリケーションには、

予め設定した実験コースのレイアウトに従って路面状態の測

位等を組み込み、コース内において前方の凍結または湿潤路

面の存在を各情報提供方法の何れかで被験者に伝えた。 

3.4 実験コースおよび走行方法 

 本実験は、前述の苫小牧寒地試験道路周回路2,700m全区間

を実験コースとして使用し、試験車両は実験コースのKP0.3

付近を起終点に反時計周りで周回路を約40km/hで走行した

（図3）。 

 実験コースの路面状態は、乾燥路面を主とした。実験コース

内には、100mの湿潤路面および凍結路面を各2区間（計4区間）

敷設し、被験者はこれらの区間において散布作業を行った。

なお、湿潤路面・凍結路面の配置は、毎日無作為に変更した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 実験コース概略と凍結・湿潤路面のレイアウト例 

  

 情報端末による路面状態の情報提供は、上記4区間中3区間

で行われ、各々の区間において異なる情報提供方法を採用し

た。残りの1区間は、情報なしとした。また、同4区間におけ

る情報なしおよび3つの情報提供方法の配置についても毎日

無作為に変更した。 

3.5 被験者に与えられた課題 

 被験者には、実験コース内走行時に前方の路面状態を常に

観察し、前方に凍結または湿潤路面を認知次第、速やかに散

布操作パネルの電源ボタンを押し、散布量を設定するものと

した。この時の凍結防止剤散布量設定は、湿潤路面で20g/m2

および凍結路面で30g/m2とした。なお、路面状態の判断が的

中か否かの判定は、路面状態に応じて正しい散布量でセット

されていれば的中とした。 

 次いで、湿潤・凍結路面区間の起点・終点で散布ON・OFF

ボタンを操作するものとした。図4は、認知距離、散布開

始・終了距離の概念図を示す。認知距離は、湿潤・凍結路面

区間の起点（Kp1）に対し、被験者が電源ボタンを操作した

地点までの距離とした。また、散布開始距離は、Kp1に対し、

散布ONボタンを操作した地点までの距離とした。散布終了

距離は、湿潤・凍結路面区間の終点（Kp2）に対し、散布

OFFボタンを操作した地点までの距離とした。なお、上記課

題遂行において車載情報端末から前方の路面状態等に関する

情報提供があった場合は、これを参考にして良いこととした。 

 

 

 

 

 

 

図 4 認知距離、散布開始・終了距離の概略図 
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3.6 実験手順 

 被験者は、被験者待合室にて、実験担当者から配布された

質問用紙に氏名、運転歴、年間走行距離、散布オペ経験の有

無（有の場合は年数）等を記入した後、本実験の目的、実験

内容、実験手順、個人情報保護に関する事項および安全確保

に関するに留意点について文章および口頭で説明を受け、実

験協力承諾書用紙に同意の署名をした。また、本実験では熟

練度による差を明確にするために、熟練オペは試験実施前に

予め用意した周回路のビデオ映像を数回観て走行経路等を覚

えた。 

 次に、被験者へ散布装置の操作方法等を確認した後、実験

コースの起点から終点に向けて前節の課題を遂行しながら周

回路を一周した。 

 走行終了後、被験者は被験者待合室に戻り、本実験で課せ

られた課題に対する主観的MW評価方法について説明を受け

た後、散布作業によって被験者自身が感じた主観的MWを質

問用紙に記入した。 

 

4. 実験結果 

4.1 認知距離、散布開始距離および散布終了距離 

 本章に示す表1～3は、熟練度別および情報有無・種別によ

る認知距離、散布開始距離および散布終了距離の標本数、平

均値、標準偏差（以下、σ）等を示している。また、図5～7

は認知距離、散布開始距離および散布終了距離の全データの

百分位数（以下、パーセンタイル）を箱ひげ図で表したもの

である。箱の左端は、全データの25パーセンタイル、右端は

75パーセンタイルおよび箱の中の線は50パーセンタイルを示

す。箱から延びるひげの端は箱の幅の1.5倍以内にある最小

値・最大値までの距離を示す。最小値以下・最大値以上の値

は、はずれ値を「○」で表し、異常値は「＊」で示す。 

1）認知距離 

 表1および図5は、熟練度別および情報有無・種別による認

知距離を示す。 

 情報なしの平均認知距離は、未熟オペが-30m（σ=9m）お

よび熟練オペが-44m（σ=31m）となり、熟練オペの平均認知

距離にばらつきはあるが未熟オペより長かった。また、音声

のみの平均認知距離は、未熟オペが-91m（σ=46m）および熟

練オペが-91m（σ＝53m）となり、両者ともに情報なしの時

より平均認知距離が伸びた。更に、画像のみの平均認知距離

は、未熟オペが-91m（σ=49m）および熟練オペが-87m（σ＝

54m）となり、両者とも音声のみとほぼ同様の結果を示した。

最後に、音声＋画像の平均認知距離は、未熟オペが-140m

（σ=70m）および熟練オペが-121m（σ＝60m）となり、両

者ともに他の情報提供方法に比べて最も長い平均認知距離と

なった。 

 熟練度および情報の有無・種別による認知距離の有意差を

調べるため、両側検定による分散分析（以下、分散分析）を

行った。その結果、熟練度による統計的な有意差は認められ

なかったが、情報の有無・種別では有意差（F（3, 75）= 

10.443，p < 0.05）が認められた。また、Tukeyの正確有意差

（HSD）検定による認知距離の多重比較（以下、多重比較）

では、未熟オペ・熟練オペともに情報なし・音声＋画像間で

有意差（α＝0.05）が認められた。 

 

表 1 熟練度別および情報有無・種別認知距離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 熟練度別および情報有無・種別認知距離 

 

 以上の結果から、情報提供によって過年度と同様に未熟・

熟練オペ両者がより手前で散布すべき区間を認知できるよう

になり、熟練度に関わらず散布判断・操作のための時間的余

裕ができたと言える。また、情報提供方法としては音声と画

像を組み合わせて提供することで前方の路面状態をより手前

から認知可能になり、散布作業判断等の改善に繋がると考え

られる。 

 2）散布開始距離 

 表2および図6は、熟練度別および情報有無・種別による散

布開始距離を示す。 

 情報なしの平均散布開始距離は、未熟オペが3m（σ=3m）

および熟練オペが12m（σ=10m）であった。また、音声のみ
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の平均散布開始距離は、未熟オペが5m（σ=5m）および熟練

オペが24m（σ＝30m）であった。更に、画像のみの平均散

布開始距離は、未熟オペが4m（σ=3m）および熟練オペが6m

（σ＝4m）であった。最後に、音声＋画像の平均散布開始

距離は、未熟オペが10m（σ=7m）および熟練オペが7m（σ

＝7m）であった。 

 

表 2 熟練度別および情報有無・種別散布開始距離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 熟練度別および情報有無・種別散布開始距離 

 

 分散分析の結果は、未熟オペと熟練オペの間に統計的な有

意差（F（1, 69）= 4.349, p < 0.05）を示し、両者間の違いを確

認した。他方、情報の有無・種別による有意差は認められな

かった。また、多重比較では未熟オペ・熟練オペともに情報

の有無・種別による有意差は認められなかった。 

 以上の結果は、未熟・熟練オペともにKp1に対して全般的

に散布作業の開始が遅れ、かつ熟練オペの全ての値（遅れ）

が未熟オペよりも大きいことを示した。また、情報提供によ

って散布作業の開始が情報なしの時より更に遅くなる場合が

あったことを示した。Kp1に関する情報提供方法、情報の内

容、提供のタイミングに改善の余地があると考えられるため、

これらを踏まえた更なる検討が必要である。 

3）散布終了距離 

 表3および図7は、熟練度別および情報有無・種別による散

布終了距離を示す。 

 情報なしの平均散布終了距離は、未熟オペが7m（σ=5m）

および熟練オペが7m（σ=9m）となり、未熟オペとほぼ同様

の値を示した。また、音声のみの平均散布終了距離は、未熟

オペが7m（σ=3m）および熟練オペが8m（σ＝7m）だった。

更に、画像のみの平均散布終了距離は、未熟オペが7m（σ

=5m）および熟練オペが9m（σ＝8m）であった。最後に、音

声＋画像の平均散布終了距離は、未熟オペが7m（σ=1m）お

よび熟練オペが15m（σ＝29m）であった。なお、分散分析

および多重比較の結果に統計的な有意差は認められなかった。 

 

表 3 熟練度別および情報有無・種別散布終了距離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 熟練度別および情報有無・種別散布終了距 

 

 以上の結果は、未熟・熟練オペともにKp2に対して全般的

に散布作業の終了が遅れたことを示した。また、熟練オペの

場合は、情報提供によって散布作業開始が情報なしの時より

更に遅くなったことを示した。Kp1と同様に、Kp2に関する

情報提供方法、情報の内容、提供のタイミングに改善の余地

があると考えられるため、ここでもこれらを踏まえた更なる
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検討が必要である。 

4.2 路面状態判断の的中率 

 表4および図8は、熟練度別および情報有無・種別による路

面状態判断の的中率を示す。 

 情報なしの路面状態判断の的中率は未熟オペが86％および

熟練オペが50％となり、後者の的中率が最も低い結果となっ

た。また、音声のみの的中率は未熟オペが100％、熟練オペ

が75％であった。更に、画像のみの的中率は未熟オペが

100％、熟練オペが83％であった。最後に、音声＋画像の的

中率は未熟・熟練オペともに100％であった。 

 

表 4 熟練度別および情報の有無・種別による路面状態判断 

   の的中率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 熟練度別および情報の有無・種別による路面状態判 

   断の的中率 

 

 当初、著者らは散布経験を有する熟練オペの路面状態の判

断の的中率が未熟オペの的中率を上回ることを想定していた

が、結果は情報なしにおいて未熟オペの路面状態の判断の的

中率が熟練オペの的中率よりも高く、かつ全ての情報提供方

法で的中率が100％であった。その理由については、この実

験から明らかにすることはできなかったが、未熟オペ・熟練

オペ間の年齢差による視覚、判断速度、情報端末の使用経験

等が影響していることが考えられるため、今後はこれらの属

性も踏まえながら更なる検証を重ねることが望ましいと考え

る。何れにせよ、前述の認知距離の結果と同様に、ここでも

情報提供は未熟・熟練オペ両者の的確な路面状態の判断に有

効であると言える。また、情報提供方法としては音声と画像

を組み合わせて提供することで前方の路面状態を確実に判断

することが可能になり、散布作業判断等の改善に繋がると考

えられる。 

4.3 主観的MW 

 表5および図9は、熟練度別および情報有無・種別による未

熟オペおよび熟練オペの主観的MWを示す。 

 情報なしの平均主観的MWは、未熟オペが6.3点（σ=1.7点）

および熟練オペが5.5点（σ=1.6点）となり、未熟オペ・熟練

オペともに主観的MWが最も高かった。特に、未熟オペの主

観的MWは、熟練度および情報有無・種別の中で最も高い値

となった。また、音声のみの平均主観的MWは、未熟オペが

4.0点（σ=1.2点）および熟練オペが3.5点（σ=1.1点）となり、

情報提供によって未熟オペ・熟練オペ両者の主観的MWが軽

減した。更に、画像のみの平均主観的MWは、未熟オペが3.2

点（σ=1.2点）および熟練オペが1.9点（σ=1.1点）となり、

両者の主観的MWが音声のみの時より更に低下した。最後に、

音声＋画像の平均主観的MWは、未熟オペが1.3点（σ=0.8点）

および熟練オペが1.2点（σ=1.2点）となり、未熟オペ・熟練

オペともに主観的MWが情報有無・種別の中で最も低下した。

特に、未熟オペの主観的MWは、情報なしからの減少幅が5.0

点と熟練オペの減少幅4.3点に比べて大きかった。 

 

表 5 熟練度別および情報有無・種別主観的 MW 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 熟練度別および情報有無・種別主観的 MW 

 

 分散分析の結果では、熟練度間で有意差（F（1, 76）= 4.875，

p < 0.05）が認められ、また情報有無・種別でも有意差（F（3, 

76）= 42.971，p < 0.05）が示された。また、多重比較において

も未熟オペ・熟練オペともに情報なしと3つの情報提供方法
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の間で主観的MWが有意に軽減することを確認した（α＝

0.05）。 

 以上の結果から、熟練度による変動やばらつきに差はある

が、情報提供による主観的MWの軽減効果は未熟オペ・熟練

オペともに著しく、この中で音声＋画像による主観的MWの

軽減が最も大きいと考えられる。 

 

5. まとめと今後の課題 

 本研究では、過年度に引き続き試験道路で被験者実験を行

い、情報の有無・種別（情報なし・音声のみ・画像のみおよ

び音声＋画像）によるオペの認知・操作および主観的MWの

変化とその度合いを調べた。以下に、当該実験において得た

主な知見について述べる。 

(i) 情報なしにおける熟練オペの散布区間認知距離は、未

熟オペのそれより長い。 

(ii) 情報なしにおける熟練オペの主観的MWは、未熟オペの

それより小さい。なお、上記(i)、(ii)は過年度の結果と同

様である。 

(iii) 情報提供による主観的MWの軽減効果は、音声と画像の

組み合わせが最も大きい。 

 以上、本研究により、凍結防止剤散布作業への情報提供は、

熟練オペおよび未熟オペにかかわらず、認知、判断、主観的

MW等の改善に寄与することを確認した。また、情報提供の

有無・種別が散布作業開始・終了のタイミングに影響を及ぼ

すことを確認したが、当該実験の結果では情報提供により散

布作業の開始・終了が設定した開始・終了地点より遅くなっ

たため、今後は適切な情報提供方法、情報の内容、情報タイ

ミングを見出すための検討を引続き行う予定である。更に、

路面状態判断において熟練オペの的中率が未熟オペのそれよ

り低かったため、オペの詳細な属性や実験条件を踏まえた検

討も併せて行う所存である。 
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除雪機械の故障発生分析による除雪機械配備の平準化計画に関する一考察 

ケーススタディー：札幌建設管理部所有の除雪トラック 
沼田 実＊1  米川 康＊2   大井 条司＊2   平岡 城栄＊2   伊藤 康徳＊３ 

 
1. はじめに 

北海道における冬期の道路交通の確保は、地域住民の生命

線の確保に必要不可欠なものであり、冬期の道路交通の確保

では、除雪機械による除排雪や凍結路面対策が非常に重要な

役割を果たしている。 

しかし、近年では、限られた予算の中で効率的な除雪機械

の更新が思うように進まず、除雪機械の老朽化が急速に進展

している。こうした状況下、故障件数の増加や部品調達が困

難となり、故障した場合の不稼働日数の長期化が問題となっ

ている。本稿では、こうした課題の解決に向け「除雪機械の

配備転換により稼働の負荷を平準化」させる研究についてケ

ーススタディとして除雪トラックを抽出し、考察したもので

ある。 

 

 

 図1 除雪機械の老朽化の現状と維持管理の困難性 

 

2. 除雪トラックの稼働年数と保全の実態 

一般的に除雪機械は20年を耐用年数としてひとつの目途を

設けている。札幌建設管理部（以下、札幌建管）管内の除雪

トラック稼働年数の実態（図-2）をみると、既に11年以上の

稼働機械が全体の61％になっており、今後故障リスクの顕在

化が懸念される。 

   

図2 除雪トラックの稼働年数（札幌建管管内） 

 

しかしながら、故障してもその詳細記録を分析したり有効

活用する事例が少ないのが現状である。その理由として、除

雪機械の効率的な整備基準そのものが整備されていないとい

う現実がある。最近では、予防保全を目的に整備マニュアル

の制度化に向けた動きはあるものの、除雪機械の故障予測の

困難さ（故障箇所のサンプル数の不足など）から、経験的な

メンテナンスに頼ったり、故障してから対応する事後保全が

主流となっているのが実態である。 

 

3. アセットマネジメントとの考え方 

除雪事業におけるアセットマネジメントを検討するにあた

って、除雪機械を管理する責務を担っている公共事業主が留

意しておくべき重要な項目を、下記にまとめてみた。 

① 道路利用者、国民等に最小費用で最大限の満足度を

与える。 

② 適正な管理水準の下で、適切な維持管理計画を策定

し実行する。 

③ 現有資産（除雪機械）を最大限に有効活用させるた

め、様々なソフト施策の充実を図り、除雪サービス

の向上に努める 

④ 必要な新規投資を行う場合も、現有機械によって提

供できる公共サービスの限界、利用者ニーズの実態

を踏まえながら、維持管理投資も含むアセットマネ

ジメント全体の中で検討する。 

 

資産である除雪機械の物理的、機能的老化等を将来にわた

り把握し、もっとも費用対効果の高い維持管理を行う必要が

ある。まずは、公共サービスの最適化という観点から、現有

する除雪機械の有効活用に努めることが優先される。次に、

現有の除雪機械では明らかに道路利用者等のニーズに十分対

応出来ない場合は、同じく費用対効果に十分留意しながら必

要に応じて新たな新設投資を検討することが考えられる。 

しかしながら、先に述べたように、故障予測の困難さから

個々の機械に対する予防保全技術を推進するには極めて困難

が伴う。そこで、筆者らは、負荷のかかっている路線車輌と

負荷の少ない路線車輌を特定できれば、それらを配置転換さ

せることで機械の延命化が可能となると考えた。 

除雪機械の故障原因は、その車両に何らかの負荷が加わっ

たことによる結果と推定できる。 

     
＊１（独）国立高等専門学校機構 特専教授       ＊2 明治コンサルタント㈱ ＊3 NIシステム  
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そこで、稼働記録と故障修理記録から負荷のかかっている

車輌、あるいは負荷の少ない車輌が特定できるかについて検

討することとした。今後かかるであろう修理費用の予測が可

能となれば、負荷のかかっている車輌を負荷のかかりにくい

路線に配置転換が想定可能となる。それが可能となれば除雪

機械の長寿命化や、LCC削減も期待できる。 

 

 

図3 稼働分析の概略のながれ 

 

 

4. 稼働分析のながれ 

稼働分析に用いる対象データは、北海道建設管理部保有の

過去 20 年分の除雪機械の稼働記録と故障記録から、サンプ

ル数が十分確保されている除雪トラックを抽出し、ケースス

タディとした。 

 

表1 稼働記録基礎データの事例（抜粋） 

 

これらのデータを統計分析し、故障モードから除雪トラッ

クの修理や不稼働となるリスクを明らかにする。 

まず、提供データからそれぞれの除雪機械の個体が持つ、

累積稼働時間や累積修理費、供用年数を算出した。次いで、

除雪機械の稼働負荷量を試算する。この負荷量は累積稼働日

数１日あたりの累積稼働時間と供用年数に対する修理費とし

て表現できると仮定した。 

解析では、供用年数と修理費の予測が可能か、可能ならば、

除雪機械を 20 年間供用すると仮定した場合、個々の車輌修

理費の試算は可能か、あるいは修理費と除雪負荷量は推定可

能かなど、配置転換による LCC 削減についてシミュレーショ

ンした。 

 

５.解析結果 

5.1 地域性と修理費の関係 

地域性と修理費との間に相関性が存在するかについて、検

討した。 

その結果、累計降雪量と修理費の間には、札幌建管全体で

は相関性はｒ＝0.66と低いものの、出張所単位に仕分けする

と一挙に相関性が高くなる傾向なった（表-1～2）。 

 

表 2 アメダスによる累計降雪量基礎データ（事例：石狩） 

 

表3 累計降雪量と累計修理費の関係 

 

出張所 除雪ST 管理番号 供用年数
供用20年ま

での年数
購入年度

累計稼働時

間/累計稼働

日数

累計降雪量
累計稼働

日数

累計稼働

時間
累計修理費

深川 沼田 S27-0114 0 20 27

滝川 文殊 S26-0114 1 19 26 5.5 626 37日 203h 0千円

千歳 千歳 S26-0115 1 19 26 4.6 398 27日 124h 0千円

千歳 千歳 S26-0128 1 19 26 398 0日 0h 0千円

長沼 若菜 S25-0119 2 18 25 5.0 468 42日 211h 0千円

滝川 滝川 S25-5002 2 18 25 5.7 1,329 83日 476h 480千円

千歳 千歳 S25-5003 2 18 25 4.2 905 71日 297h 0千円

深川 沼田 S25-0127 2 18 25 7.0 1,329 24日 167h 604千円

当別 江別 K23-0102 4 16 23 6.3 3,398 93日 587h 805千円

長沼 若菜 K23-0104 4 16 23 5.0 686 121日 599h 905千円

千歳 千歳 K23-0105 4 16 23 2.1 1,898 127日 268h 1,499千円

深川 深川 K23-0160 4 16 23 7.0 2,640 225日 1,581h 1,949千円

長沼 長沼 M22-0101 5 15 22 6.4 863 223日 1,421h 1,691千円

当別 青山 S21-2506 6 14 21 6.7 3,674 357日 2,375h 1,806千円

長沼 若菜 S20-2520 7 13 20 6.0 1,254 235日 1,399h 2,285千円

千歳 千歳 S20-2521 7 13 20 4.5 3,165 221日 995h 3,195千円

千歳 千歳 S20-2522 7 13 20 2.6 3,165 252日 657h 3,129千円

当別 新篠津 S19-2510 8 12 19 4.4 4,783 445日 1,941h 2,145千円

滝川 滝川 S19-2518 8 12 19 4.6 5,439 379日 1,742h 3,752千円

長沼 長沼 S19-2519 8 12 19 5.5 1,463 284日 1,552h 2,967千円

岩見沢 岩見沢 S18-2513 9 11 18 5.7 3,698 426日 2,439h 3,707千円

滝川 滝川 S18-2514 9 11 18 3.4 4,716 359日 1,206h 3,135千円

深川 深川 S18-2515 9 11 18 4.5 4,716 512日 2,307h 5,057千円

当別 青山 S18-2516 9 11 18 3.5 5,379 543日 1,900h 3,264千円
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次に、除雪機械ごとの供用年数を説明変量に置換え、修理

費との相関性を回帰分析することとした。ここで、説明変量

を供用年数としたのは、容易に入手できることに加え、今後

の維持管理指標として扱いやすい変量と考えたためである。 
解析の結果、表－3 のように高い相関性が認められ、供用

年数によって概略の修理費を試算可能とする予測式が得られ

た。 
 

表4 供用年数と累計修理費の関係 

 

 

図4 札幌建管所有除雪トラックの今後の修理費予測 

5.2 路線別修理費と負荷の大小 

図-4 は、表-3 に示した地域別予測式を用いて、除雪トラ

ックが今後対応しなければならない修理費予測を整理したも

のである。 
負荷量の推定では、単位累計稼働日数当たりの稼働時間が

大きければそれだけその除雪機械は高い負荷環境で稼働して

いると推定できる。したがって、今後の単位年当たりの修理

費が大きければ負荷値が高いと定義する。 
 個々の機械の負荷値を相対的に判定するには、全サンプル

のメジアン中央値を算出し、それ以上であれば、相対的に負

荷の高い車輌と仮定した。 
 この２つの要素の高い値の車輌が故障する環境にあり、逆

に低いものは故障リスクの低い車輌と仮定した。 
こうた推定に基づき、負荷量の大きな地域の除雪機械を負

荷量の小さな地域の除雪機械と配置転換した場合、どの程度

の修理費削減効果をもたらすかをシミュレーションした。 
 

表5 管内除雪トラックの配置転換シミュレーション 

 
 たとえば千歳や当別の車輌を深川や岩見沢そして長沼に

配置転換したりすると、今後約５千万円の削減が見込まれる

と推定された。 
 

表6 除雪トラック配備転換とLCC削減効果 

 

交換対象車

両番号

これまでの

累計修理費

（千円）

供用20年ま

での年数

同じ機械を20年

間供用すると仮

定した場合の今

後の予測修理費

（千円）

20年間供用す

ると仮定した場

合の交換後の

修理費予測額

（千円）

差額（千円） 交換の是非
交換対象車

両番号

これまでの

累計修理費

（千円）

供用20年ま

での年数

同じ機械を20年

間供用すると仮

定した場合の今

後の予測修理費

（千円）

20年間供用す

ると仮定した場

合の交換後の

修理費予測額

（千円）

差額（千円）

20年間供用すると

仮定した場合の

交換後の修理費

損益合計（千円）

S25-0127 604 18 16,577 15,277 -1,300 ○ S26-0115 0 19 8,496 8,055 -441 

K23-0160 1,949 16 15,232 13,379 -1,853 ○ K23-0105 1,499 16 6,997 6,735 -262 

S15-2513 8,967 8 8,214 5,787 -2,427 ○ S16-2530 2,965 9 4,062 2,843 -1,219 

S14-2515 10,151 7 7,030 4,838 -2,192 ○ S11-2529 4,746 4 2,281 943 -1,338 

-7,773 -3,261 -11,034 

S18-2513 3,707 11 8,384 4,498 -3,886 ○ S18-2516 3,195 11 5,301 3,603 -1,698 

S17-2524 3,860 10 8,231 3,655 -4,576 ○ S17-2530 3,129 10 5,367 3,223 -2,144 

S16-2509 3,845 9 8,246 2,812 -5,434 ○ S14-2516 4,579 7 2,448 2,083 -365 

S16-2516 4,790 9 7,301 2,812 -4,489 ○ S14-2517 5,414 7 3,082 2,775 -307 

S14-2514 5,992 7 6,099 1,126 -4,973 ○ S13-2525 2,965 6 4,062 1,703 -2,359 

-23,357 -6,874 -30,231 

M22-0101 1,691 15 10,787 8,757 -2,030 ○ S20-2521 3,195 13 5,301 5,415 114

S20-2520 2,285 13 10,193 7,267 -2,926 ○ S21-2506 1,806 13 5,221 5,415 194

S19-2519 2,967 12 9,511 6,522 -2,989 ○ K23-0105 1,499 12 6,997 3,983 -3,014 

-7,945 -2,706 -10,651 

-51,917 

合計 合計

合計 合計

合計 合計

LCC総額
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６.まとめと今後の展望 

本稿では、除雪機械の負荷量を供用年数によって、地域ご

との概略修理費を試算可能であることを推定できた。今後は、

導かれた理論が正しいかを数ヵ年に亘ってモニタリングする

必要がある。 
効果が確認された後は、各種データから、他の建管におい

ても故障や整備の傾向を分析することで、除雪機械の予防整

備の可能性が拡がることなろう。 
さらに、今後は密度の高い協議や検討のプロセスを経て、

本格的な予防保全技術の確立を目指したい。 
それには、故障部位の詳細データや路線情報や稼働データ

の蓄積が重要となる。十分なサンプルデータにより、除雪機

械の劣化評価や予防整備マネジメントの確立が可能となろう。 
 

 
図 5 建管別負荷の大きな除雪トラック保有台数 

 
筆者らは、全建管データを対象に、一連の負荷量のシミュ

レーションを行った。その結果、釧路建管保有の除雪トラッ

クが突出して負荷量か高いことが判明した。このことから、

除雪機械へ与える負荷の大小は、決して降積雪量のファクタ

ーが負荷量に寄与しているものではないことを推察するもの

である。 
おそらく、除雪そのものの稼働の仕組みに起因しているの

ではないかと思われる。それらを確認するには稼働日報や稼

働の追尾確認が必須となる。 
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管理課の皆様に深謝いたします。  
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＊１ 北海道開発局 旭川開発建部 旭川道路事務所 ＊２ 北海道開発局 旭川開発建設部 道路整備保全課 

旭川冬まつりと連携した、除雪イベント等による観光振興 
 

三浦篤＊１ 阿部浩一＊１ 長内正宏＊2 

 

1 はじめに 

1.1 背景と目的 

旭川市は北海道のほぼ中央の上川盆地に位置する（図

1参照）人口約３５万人の中核市であり、札幌市に次ぐ

北海道第２の都市である。行動展示により一躍人気とな

った旭山動物園がある街であるが、夏の観光に比べ冬期

観光入り込みは半分以下となる。 

そのような中、管内の土木業界では、｢社会インフラ

の整備や維持管理に対する理解を一般の方々にもっと深

めて頂きたい｣、「もっと幅広い人々にドボクの仕事の

中身を知って頂きたい」との思いが高まっていたことも

あり、この度ＴＥＡＭ「ド・ボ・ク」屋さんを結成し、

旭川冬まつり会場でのイベントを計画した。 

本稿では、観光立国の推進・インバウンド観光時代を

視野に入れ、観光で旭川を訪れた、雪のない地域や外国

からの観光客の方々にも、旭川冬まつりをとおし、北国

ならではの『雪』を体験いただいた、ＴＥＡＭ「ド・

ボ・ク」屋さんの取り組み事例を紹介する。 

 

1.2 旭川市の観光 

旭川市近郊には富良野市や美瑛町といった有名な観光

地があり、観光拠点としても各方面へのアクセスがよい

ことから、近年は日本国内はもとより、ビジット・ジャ

パンの取り組み等により海外からの観光客も増加してお

り、平成２７年度の観光入込客数は５５３万人と増加し

ている。 

このなかで海外から来訪する観光客の増加は著しく、

旭川市へ訪れる外国人観光客は、平成２４年度から平成

２７年度までの４間で約５倍と大幅な成長を見せている。 

国別に見ると中国、台湾、香港等のアジア圏からの観

光客が多い状況となっており、特に中国人観光客の増加

は著しいものがある。中国人観光客増加の要因としては

平成２６年度末に中国～旭川空港の国際定期便が就航し

たことが大きく影響しているものである(図２)。 

旭川空港の国際定期便は平成２４年度から平成２７年

度までで約８．５倍となっており、主な就航路線である

アジア圏から外国人観光客が北海道へアクセスしやすい

状況が整備されてきている(図３)。 

冬まつりが行われる冬季の観光入り込みでは夏の観光

に比べ約半分であるが、平成２４年度から平成２７年度 

 

 

 

まで約２割程度増えており、増加傾向となっている。

(図４)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 位置図 

  

 

 

 

 

 

 

 

図２ 外国人観光客の推移 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 旭川空港の国際定期便数 

 

 

 

 

 

 

 

図４ ２月の観光客の推移

旭川市 
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2.旭川冬まつりへの参加 

2.1 旭川冬まつり（２０１６） とは 

旭川冬まつりは２月６日（土）から６日間開催され、

お祭りの最大の特徴は大雪像の大きさで平成６年には世

界最大の雪の建築物としてギネス公式記録を取得してい

る。 

そのほか巨大なすべり台や雪像制作体験など、さまざ

まな北国ならではの体験ができ、公式世界大会である

「氷彫刻世界大会」も同時開催され選手が腕前を競うな

ど、冬を楽しむことができるイベントが盛り沢山のお祭

りである。 

２０１６年の来場者は約９０万人であり(写真１)。

そのうち当イベント（図５）は２月６日、７日の２日間

のみの開催であったが、２日間で約２千人もの来場者を

記録した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 来場者状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ イベントプログラム 

 

2.1.1 メインブースArea1 

○除雪車両展示会 

○運転席試乗会＆撮影会 

除雪車両展示及び運転席体験試乗＆撮影会は大人から

子供まで大変好評であった。特に撮影会では試乗してい

る写真をその場でプリント・お渡ししたので大変喜ばれ

た企画であった。写真の配布は900枚以上であった。 

また、本ブースには日本語を含めた４カ国語のパネル

を展示した効果もあり、外国人による試乗も多かった。

(写真２､３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 除雪車両展示会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 除雪車両試乗会＆撮影会 

 

2.1.2 メインブースArea2 

○子供ミニバックホー試乗会 

○北海道土木遺産「旭橋」DVD放映 

○「土木の仕事」DVD放映 

○転ばぬ先の知恵in旭川リーフレット配布 

○旭橋ペーパークラフト 

  今回のイベントで一番人気だったのが子供ミニバッ

クホー試乗会であった。ミニバックホーは実際に機械を
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操作する「体験型」でもあり開催期間中は常時順番待ち

の列が生じていた（写真４）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 子供ミニバックホー 

 

 旭川市のシンボルである旭橋を来場者に知ってもらう

ため行ったイベントについてはＤＶＤ放映やパンフレッ

ト配布など行うとともに旭橋のペーパークラフトの配布

を行った。(図６、写真５) 

 

図６ 旭橋のパンフレット 

 

写真５ ペーパークラフト配布状況 

また、雪道になれていない地域や海外からの観光客が

多いこともあり、雪道の歩き方ガイドである「転ばぬ先

の知恵in旭川」を日本語のほか、英語・繁体字・簡体

字・韓国語版を準備し配布した（図７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

図７ 転ばぬ先の知恵in旭川 

2.1.3 メインブース Area3 

○測量体験会 

 ここでは実際の測量で使用するトランシットを使って、

会場である河川敷の対岸側に設置したターゲットの観察

を行った。 

「道ばたにいる『機械をのぞいている人』が何をして

いるのか知ってもらいたい」との思いから企画した。予

想よりも小さな子供たちの来場があり、設置していた機

械の高さがどんどん低くなっていったのが印象的であっ

た（写真６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ 測量体験会 
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２1.4 デモブース 

○ロータリ除雪車デモンストレーション 

 デモブースでは除雪車や除雪ドーザでの除雪のほか、

ロータリ除雪車で石狩川への投雪を行った（写真７）。

これまで実施したことがないほどの豪快な「放雪」状況

に、観客の皆さんからも大きな歓声があがっていた。 

 また、除雪ドーザへの操作指示体験では、子供たちに

人気の企画となった（写真８）。 

 

 

写真７ ロータリ除雪車デモンストレーション 

 

 

写真８ 除雪ドーザへの操作指示 

 

3.成果報告 

3.1 アンケート調査結果 

 イベント会場では来場者の方にアンケート調査に協力

して頂いた。その結果から、今回と同様のイベントがあ

れば、また参加したいと思いますか？という設問に対し、

当イベントに来られた方の約９０％が「そう思う」と回

答しており、来場者の高い関心を持つイベントとなった

ものと思われる（図８）。

 

図８ アンケート調査結果 

 

 また、催し物別の満足度調査ではそれぞれの項目でね

半数以上の方が満足・やや満足と回答している。また、

『①除雪車両の展示会』は９７％が満足・やや満足と回

答、体験型のイベントである『②除雪車両運転席試乗会

＆撮影会』、『③子供用ミニバックホウ試乗会』は約９

割以上の方が満足やや満足と答えている（図９）。 

 このことから、体験型のイベントは特に人気が高かっ

たことが判った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ イベント項目別アンケート調査結果 

 

4.まとめ 

 当イベントは初の試みであったが、アンケート調査結

果や来場者数から、大盛況のイベントであった。 

 今後に向けては、体験型のイベントが人気となった一

方、待ち時間の長さや体験できる人数に制限があるなど、

一部の方には不満を感じさせることもあったことから、

多くの方に喜んでもらいつつ、満足度もあげることの難

しさを実感した。 

 また、もう一つの目的である社会インフラの整備や維

持管理に対する理解や建設業における担い手確保のため、

「ドボク」の仕事を知って頂くことに繋がるものとなり、

大変有意義であった。 

今回の雪対策の取り組みにより、冬期の地域観光振興

への貢献と道路除雪への地域住民の理解等につながって

いく事と期待するとともに、今後はより関心が得られる

ようさらに工夫を重ね活動を続けていきたいと考えてい

る。 
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世界農業遺産の棚田を活用した“道の駅”集客の取り組み 

～冬の休耕期間を利用する逆転の発想～ 
 

林  克 彦※１

１． はじめに 

１－１  輪島市の概要 

日本海に突き出た石川県能登半島の先端に位置する輪島市

は、海岸線を中心に大部分が「能登半島国定公園」の区域に

含まれ、北陸地域であることから冬は積雪や厳しい寒さに見

舞われる。 

 

昭和３０年代には能登半島が舞台となった小説や映画が人

気となり、さらに昭和５０年頃には孤島・断崖絶壁の最果て

という未知なる秘境のイメージに惹かれ多くの観光客が訪れ

るなど能登半島観光ブームとなった。古くから観光地として

多くの人々を受け入れてきた本市において、現在も観光産業

は重要な位置を占めている。 

 

１－２  白米千枚田（しろよねせんまいだ） 

本市の魅力は、能登半島に突き出た地形がもたらす“豊か

な自然”と、「輪島塗」「輪島朝市」「キリコ祭り」「總持

寺祖院」などに代表される”歴史的（伝統的）資源“の２点

である。 

 

輪島市白米町（しろ

よねまち）に位置する

白米千枚田は“豊かな

自然”と”歴史的資源”

の魅力を併せ持つ能登

半島を代表する観光地

であり、多くの命を育

んできた里山里海の象

徴である。 

 

 

 

白米千枚田の特徴としては、 

●1,004 枚の小さな田が連なる棚田。春は水面が連なり、夏

や秋には稲穂によって美しさが増す。 

●その美観から国名勝に指定。しかし耕作を続ける事のみに

よってその美観が保たれる。 

●奥能登の水田開発の歴史を今に伝えており、文化的価値が

高い。 

●小さな田は耕作の機械化が困難。耕作効率が悪く地元農家

の高齢化、後継者不足により耕作の継続が困難。 

●棚田を眺望できる場所は、道の駅「千枚田ポケットパーク」

のみ。観光拠点として多くの観光客が訪れる。 

この棚田を守っていくため、本市では“ボランティアによ

る耕作作業”や“オーナー田制度”などの保全活動を行って

いる。 

また直接的な保全活動以外に、景観の美しさや棚田ならで

はの魅力を発信し、観光客を呼び込むことで地域活性化や保

全の仕組み強化へと繋げる取り組みを行っている。 

 

２．  観光客の減少と能登半島地震 

２－１ 冷え込む観光産業 

 本市への入込客数は、能登半島観光ブームのピークである

昭和５５年に２７０（万人/年）、バブル経済全盛の平成３

年に２６０（万人/年）を記録しているが、バブル経済崩壊

後、年々減少し平成１３年には１１０（万人/年）と大きく

落ち込んでいる。 

 

 入込客数が落ち込む中、平成１９年に本市を中心とした最

大震度６強の”能登半島地震”が発生。能登半島全体で多く

の建物やライフラインが被害を受けた。 

 

 

図－１ 位置図 

※１ 石川県 輪島市役所 土木課 道路改良係長 

写真－２ 道の駅との位置関係 

写真－１ 白米千枚田 耕作風景 
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 地震の被災地であることが風評被害につながり、平成１９

年には観光入込客数が近年最低の９２（万人/年）となった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光産業が重要な位置を占める本市において、観光客の減

少・能登半島地震の風評被害は重くのしかかる問題であり、

観光地としての誘客を促進させるイベントや交流人口を拡大

させる施策の必要性が高まった。 

 

２－２  ろうそくを使った復興イベント 

地震の風評被害を払拭すべく、能登半島各地で数多くのイ

ベントが行われた。その一環として能登半島各地でろうそく

を使ったイベントを実施する「灯りでつなぐ能登半島」を開

催。クライマックスイベントとして、輪島の代表的な観光地

である白米千枚田の畦（あぜ）に「ろうそく」を並べる一夜

限りのキャンドルイベントを行った。 

夜に浮かび上がる棚田が幻想的で好評を博したこのイベン

ト。「あぜの万燈（あかり）」と名付けられ地震後から年に

一度の恒例行事として定着していくこととなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「あぜのきらめき」 ろうそく から ＬＥＤへ  

３－１ 今までなかった観光イベント 

 白米千枚田の観光は春～秋の耕作時期がメインであり、冬

の休耕期間中は雪が棚田を覆う日もあることから観光閑散期

とされてきた。 

 また夜間では棚田自体を望むことができず、観光時間帯は

日中に限られてきた。 

 

「あぜの万燈」人気は新たな観光の目玉になりえる感触を

得るものであったが、一夜限りのイベントは観光客数回復に

直結するものではなかった。 

新たなイベントを思案する中、この一夜限りという弱点を

克服し、そこに観光面で除外されてきた“冬の休耕期間の活

用”を足し合わせ思案したところ、「今までなかった冬の長

期間イルミネーションイベントを実現できないか？」という

発想に至った。 

 

３－２ 独立型太陽光発電LED「ペットボタル」の開発 

長期イルミネーションを実現するため、当時注目されてい

たＬＥＤを使った照明器具に着目し、地元に工場を持つ電子

部品製造会社と共同開発を行う事とした。 

 

開発を進めるにあたっては 

①白米千枚田という場所柄から環境に配慮すること。 

②冬期の厳しい気象条件でも支障なく使えること。 

を基本とし、完成した照明器具はその素材や外見、コンセプ

トから「ペットボタル」と名付けた。 

 

 環境に配慮した結果、電源は自然エネルギーである太陽光

を利用、日中に作った電気を充電池に蓄え夜は暗くなると自

動的に点滅し4時間で消灯する仕様とした。 

 

内蔵の太陽光パネルは冬の北陸の少ない日照時間でも効率

的に充電できるものが使われており、また積雪にも耐えられ

るよう本体に足を付け、足部分を地面に刺して設置する白米

千枚田での利用に特化した構造とした。 

 

この開発したＬＥＤを使った冬の長期イルミネーションイ

ベントを「あぜのきらめき」と銘打ち、平成２３年冬より実

施することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－３ 能登半島地震 被害 

写真－４ あぜの万燈 

写真－５ ペットボタル 
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４．.「あぜのきらめき」効果 

 

《 あぜのきらめき 概要 》 

平成２３年冬より実施しているＬＥＤイルミネーションイベント。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●白米千枚田において、稲刈り完了後から田植え前まで実施。 

●約２１，０００個の独立型太陽光発電ＬＥＤ「ペットボタル」は人力にて直

接あぜに設置していく。 

●ＬＥＤは光の強弱により、ろうそくの揺らぎを再現。30分ごとにピンクと黄

色に色を変化。 

●「太陽光発電ＬＥＤの最大ディスプレイ」としてギネス世界記録認定の実

績有り。 

●道の駅内 太陽光パネルも活用することにより、１００％自然エネルギー

（太陽光エネルギー）のイベント。 

 

４－１ 観光入込客数の増加 

「ペットボタル」開発により、長期間イルミネーションが

可能となり、白米千枚田は冬の休耕中でも棚田の美しさを表

現できる“一年中観光客が訪れる棚田”に生まれ変わった。 

 

図－２が示すとおり、道の駅「千枚田ポケットパーク」の

年間入込客数は右肩上がりである。 

 

「あぜのきらめき」の誘客効果としては、個人観光客はも

とより旅行会社によるツアーも多数企画され、県外からも多

くの方が訪れるほど人気である。 

 

 

 

 図－３が示すとおり、平成２３年より毎年実施することで、

知名度も上がってきており「あぜのきらめき」自体の入込数

も年々増加。夜間イベントであることから、相乗効果として

冬の宿泊客数増加も確認できる。 

図－２ 道の駅・市内入込客数の推移 

写真－６ 夜間 道の駅展望台に 

あふれかえる観光客（降雪あり） 

写真－７ 夜間 道の駅に停まる県外ツアーバス 

図－３ あぜのきらめき効果 検証 

道の駅より望む 

←千枚田より道の駅を望む 

- 308-



 壮大で幻想的なイルミネーションは、今まで棚田や農業文

化に関心の無かった若年層も集客しており、新たな年齢層が

興味を示すことによって棚田の保全が活性化されることが期

待される。 

 

４－２ 観光面での追い風 

 能登半島は長い農耕の歴史を持った地域であり、里山里海

の豊かな自然や文化を一体で維持していく価値が高く評価さ

れ、平成２３年に「能登の里山里海」が日本で初めて世界農

業遺産の認定を受けた。 

 奥能登の農業文化を今に伝える白米千枚田は、この「能登

の里山里海」の象徴的棚田として扱われている。 

 

 

 

 

 

 

太陽光の自然エネルギーを利用したイルミネーションと世

界農業遺産の棚田のマッチングは大きな話題となり、現在の

「あぜのきらめき」は里山里海の保全の必要性、自然と人の

共生の大切さを発信する意味合いも含むものとなった。 

 

４－３ 地域への定着 

 「あぜのきらめき」が冬期間実施され、春～秋だけではな

く、道の駅へ一年を通して観光客が訪れるようになった。こ

れにより道の駅内では継続した雇用が見込め、地域住民が持

ち寄る地元特産品の販売も可能となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在では地域住民が指定管理者として道の駅の運営に密接

に関わりつつ、「南志見（なじみ）活性化事業組合」として

物販・飲食を展開している。 

本道の駅は地域住民の雇用の場であり、地域の魅力を発信

する重要な施設となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度の「あぜのきらめき」は平成２８年１０月１５日か

ら１４９日間の実施を予定している。 

オープニングイベント当日は、「ほたるびと」と呼ばれる

ボランティア人たちの手によって「ペットボタル」が田んぼ

のあぜに設置されていく。この行事は白米千枚田の耕作が終

了し、輪島の冬を迎える恒例行事として、地元の人々に定着

している。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白米千枚田は重要な観光資源であることはもちろん、能登

の里山里海の象徴であり、地域に愛される宝でもある。今後

とも多くの観光客を呼び込み、この美しい棚田の保全に努め

ていきたい。 

 

 

写真－８ 世界農業遺産 能登の里山里海 

              ポータルサイト トップページ（石川県） 
 

写真－９ にぎわう物販と生産者入りの棚田米 

 

写真－１０ 飲食ブースで働く地元婦人部 

写真－１１ オープニング当日のほたるびとの列 

          ペットボタルの設置状況 

写真－１２ 積雪にも負けず光る「あぜのきらめき」 
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「やまがた雪フェスティバル」開催！ 

～おもしゃい雪遊びさ あべ♪～ 
山形県商工労働観光部観光立県推進課 早川昭博 

 
本文は２段組、10pt.明朝系フォントを使用。行間は16pt.１

段の文字数は表題・所属を含めると２５文字４６行となる。 

 

１ 開催日  

 期 日 平成２８年１月２９日（金）～３１日（日） 

 

２ 会 場  

 最上川ふるさと総合公園（山形県寒河江市） 

 

３ 実施主体  

 雪祭り実行委員会（山形県、寒河江市、西村山郡4町、商

工会、農協、大学など） 

 

４ 開催趣旨 

 冬季間は観光客が減少する時期となっており、冬季の観光

誘客の底上げは本県における重要な課題です。 

 雪国山形県の魅力的な「冬を楽しむ」という視点を打ち出

し、冬の観光流動を創り出す取組みを進めていくことや、マ

イナスイメージが持たれる「雪」を貴重な“地域資源”とし

て活かし、経済活性化に結び付け、プラスのイメージに変え

ていくことも大切です。 

 「やまがた雪フェスティバル」は、主に２月以降に開催さ

れる県内各地の雪まつりのオープニングイベントとして位置

付けており、その後に開催される雪まつりの宣伝を行うこと

で、県内各地への再訪・回遊を促進していくものです。 

 また、「雪」は、外国人観光客に対する訴求力が高いこと

から、このフェスティバルをインバウンドにおける冬季観光

の核となるイベントとして位置付け、台湾やＡＳＥＡＮから、

本県への冬季観光誘客に繋げていくこととしています。 

 

５ 多くのお客様で賑わった３日間 

 初日の２９日には、オープニング式典を行い、イルミネー

ションの点灯、花火の打ち上げで幕開けとなりました。メイ

ンゲートでは、県の礎を築いた最上川舟運の船をモチーフに

し、船には福をもたらす七福神をイメージした山形県と1市4

町のゆるキャラが乗った「シンボル雪像」や市民参加型雪像

「やまがた式イグルー」のお出迎えがあり、メインステージ

では、プロジェクションマッピングやアーティストライブが

繰り広げられたほか、会場内では、各地域のラーメン・地元

の鍋料理などを味わえる「雪見横丁」での「うまいもの展」、

ワークショップや物産販売、県内各地の雪祭りのＰＲが行わ

れ、それぞれ長い行列ができるなど盛況でした。 

 また、２日目からは「雪上宝探し」や「雪すべり」、「雪

だるまづくり」などの雪遊び体験や１０００発の冬の打上げ

花火で大変盛り上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

冬の夜空に輝く雪フェス花火 

雪と光のイルミネーション シャイニングリバー 

多くのお客様で賑わう雪見横丁 
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 海外からは、台湾、韓国からのツアー客や、台湾、香港、

韓国、中国、タイ、シンガポールの旅行会社・メディア等の

方々も御来場され、本県の雪の魅力、冬の山形の魅力の一端

を楽しんでいただきました。母国での冬の山形の魅力発信に

結びつくものと期待しています。 

 来場者の方々からは「大きな雪像やプロジェクションマッ

ピングを初めて見て感動した」、「イルミネーションや冬花

火がロマンチックだった」、「雪国衣裳体験やわらぐつづく

りなど、昔を思い出し、山形の歴史や文化を再認識できた」、

「雪遊びやあったかい食など、家族みんなで楽しむことがで

きた」といった感想をいただきました。 

 期間中、天候にも恵まれ、３日間の来場者数は、１６万１

千人となり、大成功のうちに幕を閉じることができました。 

 

６ 次回開催に向けて 

 国内外の大勢の方々に“山形の冬の魅力”“雪の楽しさ”

を体感いただくことや各地で開かれる雪祭りが今まで以上に

盛り上がっていくことをさらに期待しながら、来年以降も冬

季観光の起爆剤として「山形の冬の魅力」「雪の楽しさ」を

発信し、冬季の観光誘客の底上げに結びつけていきたいと考

えております。 

 

山形県商工労働観光部観光経済交流局観光立県推進課

シンボル雪像前でのアーティストライブ 

ゆるきゃら大集合！ 

市民手づくりのミニ雪像 

寒河江名物のやきとり 

子どもたちに大人気！チューブ滑り 
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秋田県の道路管理と観光地対策について 

～冬期閉鎖路線における春山除雪の事例紹介～ 
 

乳根 達矢＊１ 

 
１．はじめに 

 秋田県は全国でも有数の豪雪県であり、豪雪地帯対策特別

措置法に基づき、県内全域が豪雪地帯に指定されている。ま

た、そのうち県内面積のほぼ半分となる１３市町村ではさら

に特別豪雪地帯の指定を受けており、冬期間の降積雪が道路

交通や物資の輸送といった地域の生活や経済に大きく影響を

及ぼしている。 

 特に降積雪の多い山間部や観光地の一部では、生活に影響

の少ない路線や温泉等の冬期休業のため利用のない路線等に

ついて、冬期通行時の安全確保が困難であることや通年通行

時の道路除雪費用のコスト縮減などの観点から、冬期閉鎖を

実施している。 

 自然豊で山間部に温泉等の観光資源が豊富にある当県では、

観光地へのアクセス道路や県境道路等について、一部区間を

除き観光客の多くなるゴールデンウィーク前の早期開通を目

標に春山除雪（ロータリ除雪車等による冬期閉鎖箇所の除雪

作業、本来の自然消雪を待つよりも早く開通させることが可

能）を実施している。 

 本稿では、観光地対策の一環として当県で実施している春

山除雪の一部について紹介する。 

 

２．秋田県の気象特性と平成２７年度の降積雪状況 

 秋田県は、東北地方の北西部に位置し、東西約７０ｋｍ、

南北約１７０ｋｍの長方形に近い形をしており、全国６位の

面積を誇っている。県西部は日本海に面し、東部は南北に奥

羽山脈が連なっており、冬季には日本海側からの湿った風が

吹きみぞれや雪を降らせ、荒れた天気の日が多くなる典型的

な日本海側気候となっている。 

 平成２７年度の秋田県は少雪となり最大積雪深が県内４９

観測地点の全てで過去５カ年平均を下回り、県平均で９１cm

（過去５カ年平均１４９cm、０．６１倍）であった。（図１ 

平成２７年度の最大積雪深、図２平成２６年度と平成２７年

度の同地点状況比較） 

 また、累計積雪深については地域間で差がみられ、過去５

カ年平均と比べ０．７倍～１．１倍であり、平均すると６０

８cm(過去５カ年平均６９１cm、０．９３倍)であった。 

 少雪の影響により、秋田県全体で平成２７年度に道路除雪

事業全体で要した費用は約３７億円であり、これは過去５カ

年平均と比べて約０．８１倍（過去５カ年平均約４５億円）

と小さく、この過去５年間では最小の実績となった。 

  

図１ 平成２７年度の最大積雪深 

 

 

 

 

 

 

図２ 平成２６年度・２７年度の同地点での積雪状況 

３．冬期閉鎖路線の概要 

 当県の管理道路について、４７路線５９区間約３９６kmに

ついて冬期閉鎖を実施しており、そのうち観光地のアクセス

道路や県境道路などを中心とした１６路線２０区間約１３１

kmについて春山除雪を実施している。(春山除雪実施箇所以

外は自然消雪にて対応) 

春山除雪路線でゴールデンウィーク前の開通予定は１３路

線１５区間約９７kmである。 

 

＊１ 秋田県建設部道路課道路環境・維持班 

平成26年度 R341号大場谷地 平成27年度 R341号大場谷地 
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４．冬期閉鎖路線

 大更八幡平線

県八幡平市

秋田Ｌ＝

田八幡平国立公園

約１６００

までの

解除後

間通行止

 

春山除雪

６ｍにもおよぶ

機械で

“雪の

光客ら

 

 

 

 

 

 

 

図４

 開通時

悪天候

冬期閉鎖路線

大更八幡平線（

県八幡平市と秋田県鹿角市

Ｌ＝１６．０

田八幡平国立公園

１６００ｍの八幡平頂上付近

までの期間にわたって

解除後も降積雪や

間通行止めとなっている

図３．

春山除雪は３月中旬

にもおよぶ積雪

で掘り進めることで

の回廊”が有名

らが訪れることで

４．春山除雪作業

開通時には、秋田

悪天候のため当日

冬期閉鎖路線：八幡平アスピーテラインに

（通称：八幡平

秋田県鹿角市を結

０km、岩手Ｌ＝

田八幡平国立公園を東西へ横断

八幡平頂上付近

にわたって冬期通行止

や路面凍結等の

めとなっている。（図

．八幡平アスピーテライン

月中旬から４月中旬

積雪をバックホウやロータリーといった

めることで行われる

有名で、ゴールデンウィーク

れることで知られている

春山除雪作業（冬期閉鎖

秋田・岩手両側

当日の全線開通は

 

アスピーテラインに

八幡平アスピーテライン

結ぶ延長Ｌ＝４７

Ｌ＝３１．２km）

横断する路線である

八幡平頂上付近にあり、例年

冬期通行止めとなる。

の影響のため、

図３参照） 

アスピーテライン位置図

月中旬にかけて

をバックホウやロータリーといった

われる。作業の

ゴールデンウィーク

られている。（図４

冬期閉鎖ゲート付近

岩手両側で式典が行われる

は持ち越しとなった

 

図５．アスピーテライン

引用文献：2016

秋田さきがけ

アスピーテラインについて 

アスピーテライン）は、岩手

４７．２km（うち

）の県道で、十和

である。県境は標高

例年１１月から４

。また、冬期閉鎖

、しばらくの間夜

位置図 

にかけて八幡平山頂部

をバックホウやロータリーといった建設

の結果形成される

ゴールデンウィーク時には多くの

４参照） 

付近取り掛かり時

われるが、本年

しとなった。 

アスピーテライン開通式

2016年4月16

さきがけ新聞記事より

岩手

うち

十和

標高

から４月

冬期閉鎖

間夜

 

八幡平山頂部の

建設

される

くの観

時） 

本年は

５．

 鳥海公園小滝線

Ｌ＝

線である

あわせて

本路線

での

の間夜間通行止

 当該路線

線であり

シーズンには

海山

め、

路線

ぶ積雪

は“

 

 

 

 

 

 

 

 閉鎖解除時

に鳥海山

開通式 

16日発行 

より引用 

．冬期閉鎖路線

鳥海公園小滝線

Ｌ＝１７．７kmの

である。本路線

あわせて、“鳥海

本路線もアスピーテラインと

での期間にわたって

間夜間通行止めの

図

当該路線は、秋田

であり、５合目

シーズンには多くの

海山の風景に加え

、一般観光客も

路線でも、３月中旬

積雪に対して春山除雪

は“雪の回廊”が

図７．

閉鎖解除時には

鳥海山の山開き

冬期閉鎖路線：鳥海ブルーラインについて

鳥海公園小滝線は、山形県境

の県道であり、

本路線と交点である

鳥海ブルーライン”の

もアスピーテラインと同様

にわたって冬期通行止

めの対応をしている

図６．鳥海ブルーライン

秋田・山形両県

合目まで本路線で

くの登山客が訪

え、遠く日本海

も多く訪れる県内

月中旬から４月下旬

春山除雪が行われ

が堪能できる。（

．春山除雪作業

は、秋田・山形

きも行われるため

図８．鳥海山山開

ブルーラインについて

山形県境からにかほ

であり、鳥海山から

である山形県道鳥海公園吹浦線

ブルーライン”の通称で

もアスピーテラインと同様に、例年

冬期通行止めとなり、

をしている。（図

ブルーライン位置図

山形両県に跨がる鳥海山

本路線で登ることができるため

が訪れる。また

日本海の景色を望

れる県内有数の観光路線

月下旬にかけて

行われており、

。（図７参照

春山除雪作業（ロータリ除雪車

山形で開通の式典

るため、多くの

鳥海山山開き 

ブルーラインについて 

からにかほ市象潟を結ぶ

から北西方向に下

山形県道鳥海公園吹浦線

で呼ばれている

例年１１月から４

、開通後もしばらく

図６参照） 

 

位置図 

鳥海山へ続く観光路

ることができるため、

また、道路上からは

望むことが出来

観光路線である

にかけて高さ５ｍにもおよ

、除雪後の路線

参照） 

除雪車） 

式典が催され、

くの観光客が訪れ

 

 

ぶ延長

下る路

山形県道鳥海公園吹浦線とを

ばれている。 

から４月ま

もしばらく

 

観光路

、観光

からは鳥

出来るた

である。本

にもおよ

路線から

、同時

れる。 
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秋田県北地域の冬期観光における地域展開について 

 
 

川村 綾＊1 坂 憲浩＊1 渡辺 信悦＊1 
 

１．はじめに 

秋田県北地域は大館、鷹 

巣、花輪の３つの盆地と能 

代平野、４市４町１村の全 

９市町村から構成され、北 

西部には東北で唯一の世界 

自然遺産「白神山地」が広 

がり、東西を米代川が流れ 

るなど自然豊かで伝統・文 

化が息づく地域であり、域 

内人口は約24万人で県全体 

の約22％を占め、面積は県 

全体の38％に相当する約 

4,400㎢である。観光面で 

は、白神山地（写真1）を 

はじめ、高さ日本一を誇る 

能代七夕「天空の不夜城」 

（写真2）やギネスに登録 

されている綴子大太鼓 

（写真3）などの多様な観 

光資源を有しており、なか 

でも「忠犬ハチ公」で知ら 

れる秋田犬は海外では 

「Akita」として世界的に 

高い知名度を誇り、 

「Akita」に関する検索数は 

「Mount Fuji」の２倍 

を超えている（写真4）。 

 

最近では北秋田市の山間

にある秋田内陸縦貫鉄道の

無人駅・前田南駅が大ヒッ

ト長編アニメ映画「君の名

は。」（新海誠監督）に登

場する駅に酷似していると

話題になり、熱心なファン

が連日、作品の「聖地」一

目見ようと訪れている（写

真5）。 

 

また、道路整備については平成25年11月に日本海沿岸

東北自動車道（以下、日沿道）の大館北～小坂間が開通

し東北縦貫自動車道と接続されると、平成28年10月には

鷹巣大館道路（鷹巣IC～二井田真中IC間）が開通し北秋

田市が初めて高速道路ネットワークの一部に組み込まれ

た（図6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この日沿道の整備進展を見据え平成27年5月から、今

後の日沿道開通を最大限活かした効果的な地域展開方策

の立案・実行に向けた議論を行うため、能代市、北秋田

市、大館市、県振興局、国、能代商工会議所、大館商工

会議所、大館青年会議所、秋田経済同友会が参加する

「秋田県北地域の今後の地域展開に関する意見交換会」

を定期的に開催し、産業面や観光面における県北地域の

連携した取り組みについて議論している。 

本稿では、その議論内容の中から、冬期観光に着目し

て現状と課題を述べるとともに、県北地域における地域

展開の取り組みについて紹介する。 

 

２．意見交換会開催の経緯について 

秋田経済同友会の呼びかけによって平成27年2月18日

に「地域連携シンポジウム」が開催され、秋田県の少子

高齢化進展に対応するためには、これまで以上に地域戦

略の構築と地域の連携強化が必要であり、このためには

日沿道の開通が重要な要素であり、未着手区間への早期

着手と完成を求める声が上がった。 

日沿道は、平成27年度の能代地区線形改良の事業化に

よって、現道活用区間も含め日沿道の全IC間で整備が始

まった。 

写真 2 天空の不夜城 

写真 1 世界自然遺産「白神山地」  

写真 3 綴子大太鼓  

写真 4 秋田犬 

写真 5 秋田内陸縦貫鉄道 

前田南駅  

図 6 大館地区における日本海沿岸東北自動車道の整備状況  
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これを地域戦略の構築を議論する適期と捉え、先の地

域連携シンポジウムの参加メンバーである能代市長や大

館商工会議所会頭らを中心に日沿道の開通を見据え県北

地域が連携した地域展開方策について産業面や観光面な

ど幅広い地域展開の方向性について議論を始めた。 

観光面における現状としては県北地域の主な行祭事の

観光入込客数をみると、3万人を超える大規模な行祭

事・イベントは7月～10月の夏・秋の観光シーズンに集

中している。一方で、冬期観光については、3万人を超

える行祭事・イベントは、大館市の「比内とりの市（1

月）」「大館アメッコ市（2月）」のみで、最大となる

入込客数においても9万人程度に留まっており、7月～10

月の行祭事と比較して冬期観光客は少ない傾向にある

（図7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、インバウンド観光に着目すると、東北地方の外

国人宿泊者数は他地方に比べて少なく、秋田県は東北の

中でも特に少ない状況である（図8）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．意見交換会で協議された対策案について 

 秋田県北地域の観光における現状を踏まえ、今後の意

見交換会の方向性として、個々の取り組みでは無く、地

域の特性や資源を武器に、能代港や大館能代空港も含め

た社会資本ストックを活用した秋田県北地域全体の連携

が必要であることが確認され、これをきっかけに新たな

地域展開の試みが行われてきた。 

 

3.1地域連携ＤＭＯの取り組み 

意見交換会をきっかけに、平成28年4月にはインバウ

ンド観光をはじめとする交流人口拡大を図るためには、

地域全体で連携し多様なニーズに合わせたメニューを提

供していくが必要なことから、大館市・北秋田市・小坂

町・上小阿仁村と各商工団体は地域連携ＤＭＯ「一般社

団法人秋田犬ツーリズム」を発足した（図9）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台湾やタイなどの東・東南アジアを主なターゲットと

し、各地域が持つ観光資源を合わせた広域観光ルートを

設定・発信していくため、各種フォーラムやシンポジウ

ムの開催、マーケティング事業、国内・海外プロモーシ

ョン事業、受入体制整備事業などに取り組んでいる。 

 

3.2核となるイベントを設けたイベントの連携 

観光入込客数の多いイベントを核として、同じ時期の

イベントと同時開催することで、観光ツアーの促進を図

るという案が出された。 

秋田県北地域の冬期における主要なイベントとしては、

「この日にアメを食べると風邪をひかない」と伝えられ

毎年2月の第2土曜日とその翌日に大館市で開催される

「大館アメッコ市」があり、会場となるおおまちハチ公

通りに種類豊富なアメを販売する露店が立ち並 

ぶ（写真14）。近年は 

日沿道の開通もあり、 

県外への広報も強化し 

ており、「横手かまく 

ら」とあわせて「秋田 

2大冬祭りツアー」が組 

まれるなど県内外から 

多くの観光客が訪れて 

いる。 

 この「大館アメッコ市」を核とした連携イベントとし

て、平成27年度から新たに北鹿地域（北秋田、大館、鹿

17.0 
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4.0 
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3.3 

23.0 

6.5 

13.2 

3.7 

3.7 

9.3 
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能代港まつり花火大会（7月）

能代七夕「天空の不夜城」（8月）

能代こども七夕（8月）

能代役七夕・シャチ流し（8月）

大館大文字まつり（8月）

花輪ばやし（8月）

花輪ねぷた（8月）

おなごりフェスティバル（9月）

大館神明社例祭（9月）

本場大館きりたんぽまつり（10月）

大館圏域産業祭（10月）

比内とりの市（1月）

大館アメッコ市（2月） （万人）

出典：秋田県観光統計

北海道
8.6%

全国計

延べ6,561万人泊

（平成27年）

東北

0.9%

関東

36.5%

北陸
1.6%

中部

11.0%

関西

24.9%

中国 1.8%

四国 0.7%

九州

8.4%

沖縄
5.6%

出典：宿泊旅行統計調査（平成27年・年間値（確定値））

39.7 
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11.9 10.6 
7.6 6.0 5.6 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

函館市 宮城県 青森県 岩手県 山形県 秋田県 福島県

（万人）

出典：宿泊旅行統計調査（平成27年・年間値（確定値））

来函観光入込客数推計（平成27年度））

函館市と東北６県

図 7 平成 27 年度の秋田県北地域の主な行祭事・イベント

図 8 平成 27 年度の外国人延べ宿泊者数 

図 9 地域連携ＤＭＯ構成エリア

写真 14 大館アメッコ市の様子
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角）の４つの商工団 

体が連携し、1～2月に 

各地で行われるイベン 

トを対象としたスタン 

プラリーを行った。今 

後は地域内のイベント 

案内だけでなく、県北 

他地域の商工団体とも 

連携し県北全体への拡 

大を目指して検討を進 

めている（写真10）。 

 

 

今後は冬だけでは無く、季節ごとに核となるイベント

を設け、イベントの連携を図る方針が出された。 

一例として、秋田県北地域の秋期における主要なイベ

ントに、冬の到来を間近に控えた毎年10月の3連休に大

館市で開催される「本場大館きりたんぽまつり」がある。

秋田県を代表する食の一大イベントで、毎年県内外から

多くの観光客が訪れている（写真12）。 

 

 

 

 

 

 

 

日沿道の整備進展による県外への広報展開の拡充

（H25までは青森県や岩手県、H26からは宮城県にも）な

どにより来場者数は10万人を超え、平成28年度（第44回

開催）は13万人の来場があった（図13）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3連携した秋田県北地域スタンプラリー活動 

また、道の駅による「食」を題材とした連携拡大とし

て日沿道大館北～小坂間の開通を契機に、平成25年度か

ら毎年夏と秋に大館・北秋田地区の道の駅（6カ所）と

直売所（2ヶ所）が連携し、地元食材を活用した特別メ

ニューの提供と抽選でペア宿泊券などが当たるスタンプ

ラリーを開始。平成28年度は「道の駅ふたつい」にエリ

アを拡大し、9月～12月の間「肉（にぐ）祭り」を開催

しており、今後のエリア拡大について検討している（図

11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の展望 

以上紹介してきたように、意見交換会をきっかけに地

域の連携が進んできている。この意見交換会は日沿道の

整備を見据えて議論が行われており、能代河川国道事務

所としては日沿道の全線開通を目指している。平成25年

度の日沿道大館北IC～小坂JCT間の開通の際には、開通

時期の公表後から企業進出や設備投資が急増しており、

工場の新設などにより大館市の税収が増加している（図

15）。また、観光面でも開通区間周辺の観光施設やイベ

ントの観光入込客数が増加している（図16）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 10 平成 27 年度の開催チラシ

図 11 県北道の駅連携によるスタンプラリー開催エリア

図 15 大館市の法人市民税の推移
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出典︓市町村別決算状況調（総務省）

H25.11大館北～小坂開通 

写真 12 きりたんぽまつり会場の様子 
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出典：秋田県観光統計、主催者発表

H25.11大館北～小坂開通 H28.10.22鷹巣大館道路開通

図 13 きりたんぽまつり来場者数(3 日間計)
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また日沿道の開通を見据えた動きとして、大館能代空

港から西に約２kmの位置にあり、「北海道・北東北の縄

文遺跡群」の一つとして世界文化遺産登録を目指す「伊

勢堂岱遺跡」では、平成28年4月に日沿道の整備を見据

えたガイダンス施設を 

オープン。鷹巣大館道 

路開通で大湯環状列石 

（鹿角市）や三内丸山 

遺跡（青森市）等と連 

結され、周遊性の向上、 

さらなる連携強化が期 

待されている（写真17）。 

さらに、北秋田市では、八甲田山（青森県）、蔵王山

（山形県）と並び「日本三大樹氷」（写真18）のひとつ

に数えられている森吉山の観光について、日沿道の整備

進展を見据え平成25年度から「まるごと森吉山観光振興

プロジェクト」として、スキー場やビジターセンターの

整備による観光基盤の充実を進めており、平成27年12月

にはゴンドラ山頂駅舎のそばに森吉山ビジターセンター

「ぷらっと」を開設した（写真19）。通年で楽しめる

様々な体験型メニューの開発、統一的なイメージによる

ブランドの確立に取り組み、滞留型観光の拠点化を目指

している。 

他にも、県立自然公園から国立自然公園への移行を目

指した取り組みが計画されているほか、日本三大樹氷

（森吉・八甲田・蔵王）の連携による誘客促進の取り組

みが検討されている。 

 

 

 

 

 

 

 

また、観光客の玄関口となる大館能代空港の平成27年

度の東京便利用者数は、過去最高の12万人を記録し（図

19）、さらに平成28年11月3日には９年ぶりとなる国内

チャーター便が広島空港から乗り入れた。乗客者は旅行

会社などのツアーに参加し、JR五能線や秋田内陸縦貫鉄 

道を利用して世界遺産の白神山地など、北東北の紅葉を

巡った。 

 今後は沖縄県の久米島空港や鹿児島県の奄美空港間で

運行する予定で、チャーター便の定着を通して空港利用

者の増加を図っていく方針を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、平成29年度には、空港直結となる「あきた北空

港IC（仮称）」が開通予定であり、日沿道の整備進展に

よって、大館能代空港を中心とした観光ルートの広域化

も図れるようになる（写真20）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．おわりに 

国土交通省能代河川国道事務所では、今後も県北地域

の発展のため、日沿道の早期全線開通に向けて取り組む

んでいく。今後、日沿道が全線供用となれば、県北地域

のみならず青森・弘前エリアや北東北全体での周遊観光

ルートの形成など様々な効果が期待できる。 

また、今後も意見交換会を通じて、地元商工団体や自

治体との協議を進め、産業面や観光面における県北地域

の連携した取り組みを支援していく。 
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出典：秋田県

＊１ 国土交通省 東北地方整備局 能代河川国道事務所

図 16 大館市・北秋田市・小坂町の主なイベント・観光施設の入込客数  

写真 17 伊勢堂岱遺跡

写真 18  森吉山の樹氷   

図 19 大館能代空港の利用者数の推移（東京便）

写真 20 整備中のあきた北空港ＩＣ（仮称）付近の状況
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写真 19 ビジターセンター「ぷらっと」 
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